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水・自然エネルギー体験等イベント

（財）神奈川県企業庁サービス協会は、神奈川県企業庁の後援を得て、県民の
皆様に水資源の有効利用、環境への配慮など「水」をとりまく現状について理
解と関心を深めてもらうため体験事業を実施しました。

イベント名 実施日 参加者人数 内　　　訳

水・自然エネルギー体験 8月4日（水） 59名 保護者25名・こども34名

水辺の生き物等ウォッチング体験 8月13日（金） 20名 保護者11名・こども9名

水源の森林づくり体験
8月11日（水） 42名 保護者17名・こども25名

8月18日（水） 41名 保護者17名・こども24名

水・ふれあい体験 8月20日（水） 17名 保護者7名・こども10名

参加者人数　計 － 179名 保護者77名・こども102名

○水・自然エネルギー体験　8月4日（水）

水・自然エネルギー体験では、太陽光発電などの環境にやさしいエネルギーに
ついて関心を深めてもらいました。
谷ヶ原浄水場見学　　　：　浄水場の施設見学、水の飲み比べ（きき水）
相模川発電管理事務所　：　ソーラーガーデン見学、ソーラーカー組立工作
宮ヶ瀬ダム　　　　　　：　水とエネルギー館見学、ダム観光放流見学

「水の工場」浄水場の見学 ソーラーカー組立（トヨタ LALA10）
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ソーラーガーデン（太陽光発電）の見学 宮ヶ瀬ダムの見学

河川敷での清掃活動 相模川ふれあい科学館（アユの水槽）

谷戸池での生き物採取 採取した生き物（ドジョウ・水生昆虫）をスケッチ

○水辺の生き物等ウォッチング体験 8月13日（金）
水辺の生き物等ウォッチング体験では、自然の川や池に生息する生き物とふれあうこ
とにより、飲み水のもととなる河川の浄化に関心を深めてもらいました。
神奈川県水産技術センター内水面試験場　：　谷戸池での生き物採取とスケッチ観察
相模川ふれあい科学館（水族館）　　　　　：　相模川の魚類観察
相模川（大島河川敷）　　　　　　　　　　：　河川敷で美化活動（清掃活動）
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森林インストラクターと森の観察 整備された森林

マスのつかみどり

間伐した切り株の観察 冷たい沢の水にふれて

○水源の森林づくり体験　8月11日（水）・18（水）
　水源の森林づくり体験では、水資源の確保に深い関わりがある森林について、森林
インストラクターと一緒に「やどりき水源林」を散策することにより、水資源の保全と
森林の関わりについて関心を深めてもらいました。
松田町「やどりき水源林」　：　森林インストラクターと周遊歩道散策　
やどりき自然休養村　　　：　マスのつかみどり

ニジマスを
捕まえることが
できたかな！
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相模大堰（社家取水管理所） 相模大堰魚道の観察

下水処理施設の見学 水ロケット工作と発射実験

○水ふれあい体験　8月20日（金）
　水ふれあい体験では、ビオトープの見学、下水処理施設の見学を通じて河川の水
質浄化について関心を深めてもらいました。
神奈川県内広域水道企業団社家取水管理事務所：　相模大堰、ビオトープ見学
㈶神奈川県下水道公社四之宮管理センター　　：　下水処理施設見学、微生物観察
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水ロケット工作・発射実験

○体験イベントを終えて
　水・自然エネルギー体験等イベントは、小・中学生を対象にしたイベントのため、夏休
み期間中に全て実施しました。そのため、イベントのコース内容によっては熱中症などの
対策を取りながらの実施となり、特に小学校低学年の子ども達には厳しいメニューとなる
のではないかと心配してきたところですが、実際にイベントを終えて振り返ると暑さに負
けず一生懸命取り組んでいる姿がとても印象に残っています。
　また、普段見ることのできない施設や立ち入ることの少ない森林など実際に目で見て、
触れることにより水資源の大切さなどに関心を深めていただいたものと思います。
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第61回全国植樹祭かながわへの出展参加について
　第61回全国植樹祭かながわは、森林再生に向けた神奈川の取組みを発信し、全国との交流
を図ることにより、森林再生の姿と手法を、より一層確実なものにするため開催されました。
　当協会としても、森林再生は水資源の保全につながるため、平成22年5月23日（日）に開催
された第61回全国植樹祭かながわ秦野会場（秦野戸川公園地区）へ出展参加しました。
　出展ブースでは、啓発グッズの配布、水道に関するアンケート調査を実施しました。雨のな
かでの調査となりましたが、491人の方々から協力を得ることができました。そのアンケー
ト調査の結果を一部抜粋して掲載しました。掲載した設問の中でも、「安全でおいしい水を確
保するためには……」の設問については「森林を整備する」と回答された方が圧倒的に多く、水
資源と森林との深い関わりについて理解と関心が深まっている結果となりました。このよう
な関心の高まりが、今後、おいしい水の確保に繋がっていくものと思います。

式典会場 出展ブース

○アンケート集計結果　回答者：491人
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神奈川県 水道記念館の紹介
　神奈川県水道記念館では、「水道のしくみ」
や「水資源の保全」など「水」をテーマとした展
示が多数設置されています。いずれも実際に
触れて楽しみながら学習ができるテーマパー
クとなっております。
　また、館内には「水」に関する図書資料が多
数収蔵されています。閲覧ができますのでご
利用ください。皆様のご来館お待ちしており
ます。

《ごあんない 》
開館時間：午前9時30分〜午後4時30分
休 館 日：�月曜日（ただし月曜日が祝日の場合

はその翌日）・年末年始（12月29日
から1月3日）2月第4週の月曜日か
ら金曜日

交　　通：JR相模線「寒川駅」または「宮山駅」
　　　　　下車徒歩10分　駐車場あります。
所 在 地：神奈川県高座郡寒川町宮山4001番
電　　話：0467-74-3478
Ｈ　　Ｐ：http://www.kappy.jp

神奈川県�水道記念館

風船を使って花・動物を作ろう

館内展示�アクアガンシュート

木の実を使ったクラフト工作

ミニ水族館�生き物スケッチ観察

　水道記念館では、館内展示のほか季節ごと
に、いろいろなイベントを開催しています。
参加費は無料です。
　イベント情報については、記念館ホーム
ページに掲載していますので、ぜひご覧くだ
さい。参加お待ちしております。



（財）神奈川県企業庁サービス協会の紹介
　当協会は、水資源の有効利用等の普及啓発並びに地域振興のためにスポーツ・レクレーショ

ン施設、駐車場等の設置及び運営を行うほか、神奈川県企業庁が行う業務を受託することを通

じて、きめ細かいサービスの提供を行い、広く公共の福祉に寄与することを目的とし、昭和60

年4月1日設立されました。

　主な事業は、水資源の保全や有効利用の普及啓発を行う公益事業や量水器点検、ダム施設巡

回など神奈川県企業庁が実施する水道事業等の補完をしております。

当協会では個人情報取扱いについて
プライバシーマークを取得しています。僕は「サミー」！

水・自然エネル
ギー体験イベン
トのイメージキ
ャラクターです。

<編集後記>

　22年度も「水」や「環境」をテーマに

したイベントを実施しました。夏休

み期間中の実施のため、猛暑の中、参

加者の皆さんの体調が心配でしたが、

無事終了することができました。参

加していただいた皆さんに感謝申し

上げます。

　23年度（今年）も同様のイベントを

計画しています。「水・自然エネルギー

等体験イベント」は6月に募集広告（チ

ラシ・ホームページ）を出しますので、

ぜひ、ご応募ください。

発　行：平成 23年 3月
発行所：財団法人神奈川県企業庁サービス協会　営業課
　　　　〒 252-0233�相模原市中央区鹿沼台 1-9-15�プロミティふちのべビル 6階
　　　　☎ 042-768-0223　FAX�042-768-4230
　　　　ホームページ　http://www.ksk-kanagawa.or.jp

水しるべ
　森林から蛇口までの水の流れをイメージに、水とのふれあいを通じて私た
ちの暮らしを支える水循環、水をきれいにする「指標（水しるべ）」とします。

この印刷物に使用している用紙
は、森を元気にするための間伐と
間伐材の有効活用に役立ちます。


